
                              

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ひまわりプロジェクト 

－ いじめは、どんな理由があろうと許されない － 
  

 新緑が目にまぶしい季節となりました。例年であれば、４月に授業参観、ＰＴＡ総会、学年ＰＴＡを開

催し、エネルギー全開で頑張っている姿を参観していただいているところですが、新型コロナウイルス感

染症予防の観点（密集・密接を防ぐ）からＰＴＡ役員会とも相談し、見送らせていただきました。学校公

開につきましては、今後の感染状況をみながら実施の有無を検討していきたいと考

えております。 

 さて、早いもので本年度も１か月が過ぎました。新しい学年を迎え、生徒たちは

「勉強に頑張ろう」「係活動をしっかりしよう」「良好な友人関係を作ろう」など目

標や自分の役割分担を確認しながら、学校生活をより良いものにしようと張り切っ

て活動に励んでいます。 

最近、いじめによる自殺や深く傷ついた心の報道を目にし、心が痛む思いをしています。本校では、４

月の全校集会で生徒会が中心となり、「いじめは、どんな理由があっても許されない」行為であることを「い

じめゼロ宣言」と「ひまわりの歌」（ｼﾝｶﾞｰｿﾝｸﾞﾗｲﾀｰ千寿さんとのいじめ撲滅の歌）を通して強く訴えてく

れました。また、教職員も「いじめは、心身の健全な成長に重大な影響を及ぼし生命や身体に危機を生じ

させる深刻な問題である」ことを機会がある毎に呼びかけています。 

 

 

 

いじめには、「いじめられる者、いじめる者、観衆、傍観者」がいると言われています（石川県いじめ防

止基本方針）。「いじめは、いつでも、どこでも」起きる可能性があるという意識を持ち、教職員と生徒が

一丸となって高いアンテナを張っていきます。そして、加害者も被害者も生み出さない環境づくりを推進

していきます。 

いじめへの対応のポイントは、「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事案への対処」のもと、特に

以下の３点を呼びかけていきます。ご家庭でも話題にしていただきたいと思います。 

①親切で思いやりのある温かな人間関係を築く 

    ※温かさの中にも理不尽な言動には毅然と立ち向かう 

②いじめ・不安・困ったことがあったら相談する姿勢 

    ※「生活アンケート」や「生活ノート：はまなす」などを通して伝える 

③いじめを見たり困ったりしている人がいたら、先生に伝える 

    ※教職員も生徒も安心できる学校のために伝え合う姿勢 

 

５月は、中間テストや春季大会など大きな行事が行われます。「さあ、頑張ろう」の気持ちで成長できた

４月。「ひまわり」プロジェクトのメッセージを心に刻み、あたたかな人間関係を基盤とした学校づくりを

生徒・保護者・学校が一丸となって取り組んでいきたいと考えています。よろしくお願いします。 
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【「いじめ」について】 

新年度が始まり１か月が過ぎました。新しい環境にも慣れ始め緊張感も薄れてきた頃ではないでしょ

うか。学校生活の様子を見ると、友人と関わりを深めながら生活を送っています。しかし、５月は、新

しい学級や友人などの人間関係の中にも悩みなどが芽生えてくる時期です。学校では、その悩みに寄り

添い、上手く人間関係を構築していけるようにしていきたいと思っています。保護者の皆様が、お子様

の様子を見ていく中で少しでも異変を感じたり、いじめであると思われる行為が発覚したりした場合

は、小さなことでも学校へご連絡ください。ご家庭と連携して問題を解決し、お子様が安心して学校生

活を送ることができるようにしていきたいと思います。 

もしお子様の様子に気になることがあれば、生活ノート「はまなす」や「学校生活アンケート」等に

書いたり、学級担任など話しやすい先生に相談したりするよう、ご家庭でも声かけ等のご支援をお願い

します。 

 

【５月の生活目標は「時間を守ろう」と「さわやかなあいさつをしよう」です】 

 4 月を振り返ると、全体的にチャイムスタートを意識し学校生活を送ることが

できていました。学校生活の多くはチャイムを意識して行動していますが、これ

と同じく時計を見て次の授業の準備に取りかかれば行動も早くなっていきます。

現在、学校では、チャイムが鳴ると同時に授業をスタートする取組を始めており、

休み時間には代議員を中心に、声かけをする姿が見られるようになりました。朝の登校では、ほとんど

の生徒が 8 時 10 分までに玄関を通過しています。学校生活に余裕が出始めたこの時期だからこそ、時

間に余裕を持って行動するように心がけてほしいと思います。 

 また、4月の生活目標(あいさつ)については、５月も引き続き取り組みます。学校生活はもちろん、

部活動での大会が多くなる時期でもありますので、いろんな場面でさわやかなあいさつが見られること

を期待しています。 

    

【生徒の今後の学校生活の服装について】 

 今年度は５月６日（木）より衣替えとします。昨年と同様に体操服で登校しても構いません。 

 そこで、体操服で登校した際、体育の授業に関しては、部活動で揃えているＴシャツや華美でない

Ｔシャツ、県中体連Ｔシャツ等で運動をすることになります。あくまでも、感染予

防、衛生面を考慮した取組であることをご理解ください。また、今後新型コロナウイ

ルス感染予防対策の一つとして、衣類を小まめに洗濯されると思います。体操服が乾

かない場合は制服のポロシャツを着用してください。 
 

【中間テスト５/２１（金）について】 

 ５月下旬には中間テストが行われます。１年生にとっては､初めての定期テストとなります。テスト

に向けて、各自が家庭で時間を有効に使うための学習計画を立てます。甘い誘惑に負けずに、自分で立

てた学習計画を実行してもらいたいと思っています。 

 本校では定期テスト前の１週間、諸活動停止期間を設けています(大会を控えている部活動は１時間

程度の活動をしています)。また、ノーメディアデー（テスト前終礼時、担任より説明）も設定され、学

習計画に合わせて効率よく家庭学習を進めていくように指導していますので、ご家庭でも声かけ等のご

支援をお願いします。 


